
９月20日（金） 自由論題・院生セッション（会場:関西大学 千里山キャンパス）

報告時間は20分、質疑応答など10分です。（※休憩室:第2学舎2号館C301教室）
第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場 院生セッション

第2学舎2号館 C404教室 第2学舎2号館 C403教室 第2学舎2号館 C401教室 第2学舎2号館 C304教室 第2学舎2号館 C303教室 第2学舎2号館 C302教室
セッション・司会者 物流技術Ⅰ  土井 義夫（朝日大学）

10:00 物流効率化における
｜ 「自作AIoT」の活用可能性に関する一考察

10:30

矢野 裕之（日通総合研究所）
セッション・司会者 物流危機  齊藤 実（神奈川大学） 宅配・郵便  林 克彦（流通経済大学） 研究枠組み  丹下 博文（愛知学院大学） 海外物流  石原 伸志（東海大学） 矢野 裕児（流通経済大学）

貨客混載の現状と問題点・今後の展望 途上国における港湾EDI導入及び
10:30 小売店舗の物流に対する内装の影響 物流危機が推し進める「『強い物流』の実現」 ～現状分析と全但バス㈱の事例を基にした考察～ オムニチャネル小売業の その支援のあり方への示唆 中国の物流企業にグリーン物流導入を

｜ に関する基礎的研究 へのチャレンジに関する考察 流通プロセスにおけるロジスティクス統合 ―カンボジア国における 推進する方策に関する一考察
11:00 藤原 廣三（関西物流共同化ﾈｯﾄﾜｰｸ）、 ―アベイラビリティ概念を中心にして― 港湾EDI導入に向けた取り組みを通じて―

木島 豊希（関東学院大学） 内田 明美子・芝田 稔子 片岡 泰章（全但バス）、 郭 晨熙（大阪産業大学大学院）
（湯浅コンサルティング） 平戸   幸男（元・不二製油） 大下 剛（明治大学大学院） 久米 秀俊（日本港運協会）

セッション・司会者 物流技術Ⅱ  橋本 雅隆（明治大学）
ドライバーの働き方改革が カザフスタンにおける

11:00 倉庫内作業プローブシステムによる ⾧距離トラック輸送に与える影響と 宅配便の受け取り方法に関する研究 「日本型ロジスティクス4.0の見える化」 国際物流のインフラ整備の現状と今後 中国農村部におけるEC産業集積の形成と
｜ 商品ロケーションの評価 海運活用による影響緩和効果 に関する考察 ロジスティックス・イノベーション

11:30 渡部 大輔（東京海洋大学）、
麻生 敏正・黒川 久幸（東京海洋大学）、 加藤 博敏（前･国土技術政策総合研究所）、 嘉瀬 英昭（高千穂大学）、 新谷 眞瑜（元・ダイセル） 柴崎 隆一（東京大学）、 王 亦菲（法政大学大学院）

上村 聖（城西大学） 根本 敏則（敬愛大学） 鈴木 邦成（日本大学） 新井 洋史（環日本海経済研究所）、
松井 一（日本財産保険）

ピッキング作業者の意識及び行動特性と
11:30 生産性に関する考察 輸送能力の限界に関する定量的現状把握 郵便事業のライフサイクルに関する一考察 ロジスティクスとサービスの接点を求めて 機械学習による国際輸送の複合データ トラック運送産業における最適計画問題

｜ ～卸売業Z社の複数現場間の比較から～ を用いた港湾間貨物量の推定
12:00

上村 聖（城西大学）、 清水 真人（大東文化大学）、 樋口 徹（作新学院大学） 庄司 真人（高千穂大学）、 小坂 浩之（海上技術安全研究所）、 張 志婷（嘉悦大学大学院）、
黒川 久幸・麻生 敏正（東京海洋大学） 峯 猛（日通総合研究所） 小川 智由（明治大学） 手塚 峻典（東京大学大学院） 滑川 光裕（嘉悦大学）

12:00～13:15　昼食休憩

セッション・司会者 会計・算定  中 光政（東京経済大学） 荷主の意図  角井 亮一（イー・ロジット） 物流共同化  菊池 宏之（東北文化学園大学） 地域物流  ⾧岡 正（札幌学院大学） 海運・船舶  男澤 智治（九州国際大学） 田中 康仁（流通科学大学）

トラック事業者の規模及び荷主との委託形態の トレーラ共同利用に向けた
13:15 トラック運送事業者の減価償却計算の 違いが収益性に与える影響に関する研究 2018物流共同化実態調査研究報告書の 管理情報・デバイスの必要性 東アジアにおける 物流におけるブロックチェーン技術の

｜ 問題点と経営への影響 概要について ～北の大地とともに～ 国際高速船航路成立に関わる分析 活用方法に関する検討
13:45 黒川 久幸（東京海洋大学）、

小畠 信史（朝日大学） 上村 聖（城西大学）、土井 義夫（朝日大学）、 陳 曦（大阪産業大学） 不動 直樹・小林 禎文・梅津 政男（幸楽輸送）、 魏 鍾振（九州産業大学）、 蒲 洋（流通経済大学大学院）、
久保田 精一（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ研究所） 相浦 宣徳（北海商科大学） 嶋本 宏征（建設技術研究所） 増田 悦夫（流通経済大学）

2008・2012・2018 フォークリフトの積荷滑落に関する
13:45 脱炭素ロジスティクスに向けた 物流業界の現状と将来動向に対する 日本物流学会物流共同化実態調査 北海道農業分野における コンテナ海運業におけるM&Aの経済的効果 危険性評価システム

｜ CO2排出削減とその算定・意思決定 荷主の認識に関する研究 研究報告書調査の比較研究 パレット化推進に関する一考察
14:15 松田 琢磨（日本海事センター）、 横尾 凱将（東京海洋大学大学院）、

近江 貴治（中村学園大学） 土井 義夫・板谷 雄二・小畠 信史・ 美藤 信也（高崎商科大学）､ 永吉 大介（富良野運送）、 川崎 智也（東京工業大学）、 麻生  敏正・黒川  久幸（東京海洋大学）、
荒深 友良（朝日大学） 藤原 廣三（関西物流共同化ﾈｯﾄﾜｰｸ）、 相浦  宣徳・阿部  秀明（北海商科大学） 平田 燕奈（神戸大学） 松山 成孝（損保ジャパン日本興亜）

新谷 眞瑜 （元・ダイセル）､舘林  良樹（三和）

時間帯


